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 　苗場山麓ジオパークは、平成26年12月22日、36番目の日本ジオパークとして認定されました。エ
リアの範囲は、新潟県津南町と長野県栄村の全範囲で、県を跨ぐジオパークとなっています。この隣接
する 2つの町村は、日本一の大河千曲川・信濃川沿いに位置し、古くから交流がある地域です。そして、
どちらも郷土学習が長く熱心に継続して実施されてきました。
　平成16年に開館した苗場山麓ジオパークの拠点施設である、「農と縄文の体験実習館」は、郷土学習の
拠点的役割を担ってきました。この実習館では、通常の博物館とは異なり、フィールドミュージアムの
考え方から郷土の自然、歴史、文化を現地に赴き、体験を通して学ぶ、郷土学習が展開されています。
そして、10年以上も続く「縄文学習」は、自然と共生し、様々な自然資源を利用した縄文人を通して、
地質・地形、動植物もともに学ぶという総合的な学習が継続されてきたという素地があり、そのため地
元講師がおり、地域の郷土に対する問題意識が高いという背景があります。
　平成 26年度、津南小学校 6年生の総合学習では、「ジオパーク」をテーマに設定し、「魅力発信プロ
ジェクト」を立ち上げました。これは、まだ認定を目指しているジオパーク構想を多くの人に知っても
らい興味を持ってもらうことを目的としていました。
　このプロジェクトには、5段階の過程がありました。それは、①講師や学芸員から話を聞き、ジオサ
トを訪れる現地学習、②周囲の人々への聞き取りアンケート調査、③アンケート結果の分析およびその
結果からジオパークを知ってもらうための活動の検討、④ジオパークを知ってもらうための活動の実践、
⑤ジオパークを知ってもらう活動の発表の 5つです。
　特に注目されることは、子どもたち自ら②のアンケート調査を実施し、その結果を踏まえて、その結
果を解決する方法を考え、実行したことです。
　ジオパーク認定前、周囲の人々にジオパークを知ってもらうために、どれだけの人がジオパークを知っ
ているか、そのアンケートを実施しています。
　その結果は表の通りですが、6割以上の人がジオパークを知らない、もしくは聞いたことがあるが、
内容がわからないという結果となりました。そして、同級生や兄弟である小中学生およびおじいちゃん、
おばあちゃん世代である 50歳以上の人の認知度は高いが、お父さん・お母さん世代である 30代～ 40
代の人が特に知らないという結果を目の当たりにします。
　この結果は、事務局も感じてはいたものの、数字ではっきりとは把握していなかったものを子どもた
ちの活動を通して教えてもらいました。
　そして、この結果で終わることなく、６つのジオパークを知ってもらうためのプロジェクトを立ち上
げ、その成果を『苗場山麓ジオフォーラム』を開催して、成果発表を行いました。
　①ジオパークゆるキャラ作成プロジェクト②ジオカルタ作成プロジェクト③ジオＰＲ動画作成プロ
ジェクト④ジオスタンプラリー企画プロジェクト⑤ジオ絵本作成プロジェクト⑥ジオパークＰＲソング
作成プロジェクトの 6つが報告されました。
　そして、苗場山麓ジオパークの魅力と地域を守る「ジオパークＰＲソング」を作りました。『苗場山
麓ジオフォーラム』ではその歌の合唱が行われ、歌詞の内容は、とても感動的な内容となっています。
　ジオパーク学習を通して、地域の子どもたちが郷土の素晴らしさを発見する機会となり、そして、そ
れを学ぶことで、郷土を愛する心、誇る心が芽生え始めたと考えます。

苗場山麓ジオパークの教育活動

苗場山麓ジオパーク
ガイド認定！！

苗場山麓ジオパーク
　　ハンドブック完成

苗場山麓ジオパーク
　関連商品
　　ぞくぞく登場！

　平成27年 3月 28 日、1年間ガイド養

成講座を受講され、座学と現地研修を勉

強された方々を対象に、「第1回ガイド

認定検定（初級）」が実施されました。

　50人が受験し、38人が合格しました。

4月25日に認定証授与式が開催され、認

定書と認定証が授与されました。

　早くもガイド依頼があり、これから認

定ガイドとして活躍が期待されます。

　地元の小学生の協力を得て、子どもたちから観光

客まで、苗場山麓ジオパークの魅力を知ってもらう

ためのハンドブックが完成しました。

　ジオパーク認定後、ロゴマークやジオサイ

トを配したお菓子、蕎麦、日本酒、ホテルツ

アーなど様々なジオ商品が誕生しています。


